
 

平成３０年度 

八代市議会建設環境委員会 視察報告書 

 

 

 

■視察日程 

  平成３０年１１月６日（火）～１１月８日（木） 

 

 

■視察先 

  １１月６日     岩手県花巻市 

 

  １１月７日     宮城県仙台市 

 

  １１月７日     宮城県石巻市 

 

■視察参加者 

【委員会】委 員 長  中村 和美 

副委員長  百田  隆 

委  員  太田 広則 

委  員  田方 芳信 

委  員  谷川  登 

委  員  堀  徹男 

委  員    山本 幸廣 

 

【随 行】建設部長    松本 浩二 

議会事務局   上野 洋平 
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■視察先及び目的 

 １ 岩手県 花巻市 

  『橋守事業について』 

   本市は市内に約１９００橋を有し、橋梁定期点検を実施しているが、職員の数は十

分ではなく、膨大な時間や人件費、コンサルへの委託料などコストがかかっている

状況である。このような中で、職員と市民の協働により、適切な橋梁の維持管理を

目指し、橋守ボランティアを活用して橋梁の点検を行っている花巻市を視察するこ

とにより、今後の委員会活動に生かすことを目的とする。 

 

 ２ 宮城県 仙台市 

  『下水道アセットマネジメントについて』 

   下水道事業は各市町村共通の課題として、下水道管きょや施設の老朽化のため、施

設の更新や維持管理に膨大な予算が必要とされる。一方で慢性的な人員・財源不足

を抱えており、一般会計からの繰入金は減る見込みはない。このような中で、効率

的で持続可能な仕組みである「アセットマネジメント」を導入されている仙台市を

視察することにより、今後の委員会活動に生かすことを目的とする。 

 

 ３ 宮城県 石巻市 

  『清掃センター解体及び石巻広域クリーンセンターについて』 

   本市では１０月に環境センターエコエイトが供用開始となり、ごみの受け入れがス

タートしたところであるが、中北町の旧清掃センターについては、センター解体や、

解体後の跡地利用、そのほか最終処分場整備など、施設と共に様々な問題が残され

ている。こうした中、石巻市では今年１０月に清掃センター解体を終了しており、

最終処分場整備についても動き始めているため、石巻市を視察することにより、今

後の委員会活動に生かすことを目的とする。さらに、石巻広域クリーンセンターに

ついては、東日本大震災の時に被災されており、復旧に３か月を要した経験がある。

環境センターも海のすぐそばであり、津波や高潮などの災害に対する備えが必要で

あるため、現地視察を行い施設の災害対策や当時の状況等について教示いただく。 
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岩 手 県 花 巻 市 

                                         

 

１ 視察日時  平成３０年１１月６日（火） １４：３０～１６：００ 

 

２ 調査事項  『橋守事業について』 

 

３ 事業内容（説明内容） 

※別添資料のとおり。 

 

４ 質疑応答 

Ｑ１  橋守ボランティアの方はコンクリート屋の技術屋さんや、鉄工所屋さんだったり、

ある程度専門的なノウハウを持っている方で、通常なら業者側にいる立場の人が

やられているみたいだが、実際の公共工事発注の際に、その人が所属している会

社に発注するなど、そういう背景は全く無く、純粋にボランティアとして点検さ

れているのか。 

Ａ１  点検していただいている橋梁は、そもそも短い橋が多く、何千万もかかるような

橋全体を大規模修繕しなくてはいけないものは発見されてない。実績として、１

００万から数十万程度の修繕は過去にあったが、そのような額の修繕は花巻市内

の現場近くの指名業者に修繕をお願いしており、ボランティアがいる大きな会社

に発注することはほぼ無い。今のところ、利害関係は発生していない。 

Ｑ２  国の近接目視点検との整合性について、橋守点検の今後の課題をお聞かせくださ

い。 

Ａ２  ボランティアの制度なんですが、市としては先んじてスタートした事業で、せっ

かくの人材をなんとか活用したいと考えている。国が義務付けている近接目視点

検を行うと、１橋あたり数十万とかなりの費用がかかってくる。国から財政的な

支援はあるものの、５年に１回は必ず点検をしなくてはいけないということで、

全国的には市の職員が点検しているところもあったり、また、ある程度の内容の

点検は簡易に出来ないか検討している自治体もあるそうです。市としては法定点

検の一部にこのボランティアを活用できないか考えているところで、近接目視点

検の資格要件があるので、その要件をクリアする方がいらっしゃればと考えてい

るが、１０人が全員クリアできる要件ではないので、市のほうでもボランティア

の活用方法について、継続してお願いしたいと検討しているところである。 

Ｑ３  ボランティアの実働日数はどれくらいですか。 

Ａ３  １班２人１組で３０から４０橋を点検する。実働は２、３日で終わると思うが、
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お二人の都合が合わないといけないため、仕事の都合で１週間で終わる班もあれ

ば、１か月かかる班もある。また、点検はそれくらいの日数で終わるが、そのあ

との写真や資料整理などまとめ作業が大変と聞いている。 

Ｑ４  ８４０橋のうち、何橋を補修されたのか。 

Ａ４  最初に点検を始めた１周期目のときは多く、年間２０橋ほど小規模修繕があった

が、２周期目からは年間１～２橋程度。 

Ｑ５  高齢者の方もいるが、今後のボランティアの確保についてはどう考えているか。 

Ａ５  どうしても人数がそろわなければ、班を減らすこともあり得るが、辞めるつもり

の人から、次の方を紹介するという話も聞いているので、今のところ心配はして

いない。 

Ｑ６  保険に入っておられるが、適用したことはあるか。 

Ａ６  今のところはない。ボランティアの方々には無理しないように言っており、見れ

る範囲でお願いしているので、見れないところは職員が見に行ったこともある。 

Ｑ７  台帳の整理はいつ頃完了したのか。 

Ａ７  台帳の電子化は昨年度完了している。なお、橋を作るときには台帳を整備するが、

圃場整備などで橋が無くなるときは台帳から抹消することをしてないことが多

く、ボランティアの点検で確認された既に無い橋については、台帳から消してい

く作業をしている。 

Ｑ８  八代市は合併して１９００橋あるが、５年かけてやっと今年度１回目の点検を終

えたところ。あとは２回目に向けて、その点検方法等について、基本はコンサル

に委託することになるが、一部職員で出来ないかなど検討している。貴市ではボ

ランティアの遠方目視に加え、コンサルに近接目視もお願いされているのか。そ

の場合、ある程度調べているからコンサルへの委託料は減額とはならないか。 

Ａ８  ボランティアが点検をしているので減額とはならないが、コンサルへの点検委託

は、国の基準よりも若干調査項目を絞りつつ、必要最低限の調査をお願いして、

委託料を落としているところはある。 

Ｑ９  橋守事業の効果をどう捉えているか。 

Ａ９  ボランティアの活動については、周りが社会貢献していると見ている。また、実

際に修繕も行うため、確実に効果はあると認識している。ただ、一般市民や子供

たちにまで周知するような広報活動はしていないので、そういう部分は課題だと

は思うが、業界の中では知っている方はおられるので効果はあると思う。 

Ｑ１０ データ管理の部分で、今はグーグルマップを用いてマップ化が出来ると思うが、

やっておられるか。 

Ａ１０ 市全体ではそういったツールを取り入れようとする動きはあるが、この制度に関

してはやっていない。 
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視察の様子 
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宮 城 県 仙 台 市 

                                         

 

１ 視察日時  平成３０年１１月７日（水） ９：３０～１１：００ 

 

２ 調査事項  『下水道アセットマネジメントについて』 

 

３ 事業内容（説明内容） 

※別添資料のとおり。 

 

４ 質疑応答 

Ｑ１  下水道関係の３０年度の予算が７７２億ぐらい、水道で５００億くらい、合わせ

て１２００億の予算で運用されておられますが、下水道における一般会計からの

繰入金はどれくらいでしょうか。 

Ａ１  大きなものとして、雨水事業が一般会計からの繰り入れでございまして、雨水事

業に関して申し上げると、約３０億円ほど一般会計から頂戴しております。全体

としては１８９億円です。 

Ｑ２  これからのアセットマネジメントの一番の課題は何ですか。 

Ａ２  お金の面を言ってしまうとキリがないのですが、やはり「老朽・地震・浸水」と

いうのが大きな課題として捉えています。特に昨今のいわゆるゲリラ豪雨が多い

中で、整備率が３４％にとどまっておりますので、やはりその浸水対策について

鋭意進めてまいりたいと考えております。 

最後になりますが、アセットマネジメントを始めるにあたって、我々がやって

いる６つ全てをする必要はありません。困っているところから始めればいいと思

います。仙台市はＩＳＯを取るために６つをやっていますが、全部しなくてもア

セットマネジメントに十分取り組んだことになります。 
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視察の様子 
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宮 城 県 石 巻 市 

                                         

 

１ 視察日時  平成３０年１１月７日（水）  １４：００～１５：３０ 

 

２ 調査事項  『清掃センター解体及び石巻広域クリーンセンターについて』 

 

３ 事業内容（説明内容） 

※別添資料のとおり。 

※事前に送付した質問事項については、「石巻清掃センター解体撤去工事資料」及び

次第書の３ページ目に記載。最終処分場問題については、まだ住民協議の段階であ

り、来年には基本方針が完成する予定。現段階ではお話しできる内容が無いため、

今回は無回答。 

 

４ 質疑応答 

 

Ｑ１  旧清掃センターは１６年ほど解体されずにそのままになっていたそうですが、地

元住民から要望はどんなものがありましたか。 

Ａ１  廃棄物行政については石巻市でされているので、当事務組合では把握していない。

資料として旧清掃センターの解体撤去工事資料を付けているので、そちらを参照

ください。 

※このほか、事業内容の説明の途中で施設内を見学しながら、当施設の特色や震

災当時の状況について質疑を行った。 
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視察の様子 

 

   

 

   

 

 


















































